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基地の町の豪華な


施設で説明受けて


　朝８時半に南武線稲田堤駅に集合した一行は、ややこしい電車の乗り継ぎをこなし、京急汐入駅に無事到着。駅前の豪華！な「産業交流プラザ」の研修室で、神奈川県平和委員会の鈴木和弘さん（写真左）から神奈川県の米軍基地の現状について説明をいただきました。


　神奈川県は沖縄に次ぐ第二の基地県とよくいわれるが、基地の数、面積、県の面積に占める比率などの数字では、実はほぼ５～６番目にあるとのことです。しかし県内には横須賀に米第７艦隊の指揮艦が駐留し、在日米陸軍の司令部が座間におかれ、ここには自衛隊の中央即応集団司令部もおかれています。


　さらに神奈川県に近接する横田に米空軍の司令部があり、神奈川は在日米軍の中枢の位置にあるという点が重要だと鈴木さんは指摘されました。


　横須賀は、最近ロナルド・レーガンに交代した原子力空母の母港になっており、その艦載機の訓練が厚木基地を使用して行われ、甚大な騒音被害などを発生させています。原子力空母は出力約60万kw×２基という福島並みの原発を搭載しており、しかもその安全保障措置はアメリカいいなりのきわめて不完全なものなので、鈴木さんは真の原発ゼロは原子力空母を撤退させなければ実現しないと強調されました。


乗船中は雨ととも


に米軍まで退散？


　さらに湾内の地図と現存の米軍と自衛隊の艦船の概要を説明してもらって、いよいよ軍港めぐりクルーズへ乗船です。天候が心配されましたが、われわれの熱気におされてか、クルーズを終えて入港するまで雨を追い払うことができました。


　追い払ったのは雨だけではなく、どうやら米軍艦もほとんど港内から姿を消していましたので、残念ながらロナルド・レーガンにもお目にかかることができませんでした。自衛隊の艦船はイージス艦や潜水艦など多数が停泊しており、クルーズのガイドの方からくわしい説明を聞くことができました。広大な海面と陸地が米軍と自衛隊によって占有されているのも驚きでした。


陸はやはり基地の町


　陸にあがってからは雨の中でしたが、米兵の歓楽街でもあった「どぶ板通り」をまず歩きました。そこには飲食店のほか、月家賃20～40万円もする米兵むけ貸家を専門に扱う不動産屋なども多くみられます。米軍基地正門前の歩道橋には、基地内の写真撮影ができないように不透明のアクリル板が頭上までつけられています。


　また、遠くから米兵を乗せてきたタクシー運転手が人気のない丘の上へ行くよう指示されてその場で殺された事件や、正月の早朝に仕事に出かけた女性が米兵にいきなり殴り殺された事件など、米軍基地による被害の実例についても現場で教えていただきました。


　雨もだんだん強くなり、お疲れの方も多かったと思いますが、15時半過ぎ、京急横須賀中央駅前で無事解散しました。


　　　（石山久男・記）
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神奈川県


平和委員会





⇐　停泊中の自衛隊イージス艦。撮影したむらきさんいわく、「イージス艦って、熊かパンダか、と思わせる、可愛い顔してるんですねぇ、ほんとは怖ろしい金食い虫なのに」





　調布「憲法ひろば」は、「海と陸から見る横須賀基地」と題して11月18日、恒例のフィールドワークを実施。企画・運営・司会に加えてレポートも石山久男世話人（写真下）に一手に引き受けていただきました。参加者は案内の鈴木さんを含めて22人でした。　（編集部）
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